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インパルスノイズ（方形波インパルスノイズ）の試験方法について

■ 電源供給線への試験方法

①本試験器（以降、本体とします）EUT LINE
INPUTに絶縁トランスを介して供試品用の電源
供給を接続します。

②グランドプレーンと絶縁シートを試験器と供試品
の下に敷き、安全のため接地して下さい。

③供試品の電源ケーブルを本体に接続します。（電
源ケーブルが長い場合は、短く折り返し束ねます）

④コモンモード試験ではSG設定ショートプラグを
接続し、本体のSG端子とグランドプレーンなら
びに供試品のFG端子（端子がある場合）とグラ
ンドプレーンを高周波的に低いインピーダンスの
編組線などで短く確実に接続します。

⑤本体50ΩTERM OUTコネクタからノイズを注入
する相（L1､L2､必要によりPE）コネクタに接続
同軸ケーブルで接続します。

■ 信号線への試験方法

①グランドプレーンと絶縁シートを本試験器
（以降、本体とします）と供試品の下に敷き、
安全のため接地して下さい。

②カップリング・アダプタCA-805B（オプショ
ン）を開きインターフェイスケーブルを挟
みます。カップリング・アダプタのコネク
タと本体のPULSE OUT、カップリング・
アダプタのもう一方のコネクタに本体の50
Ω TERM INを接続します。
カップリング・アダプタCA-803A（オプ
ション）の場合は本体のPULSE OUTと
カップリング・アダプタのコネクタを接続
します。

③供試品の電源は高電圧パルスを注入しませ
んので任意の電源に接続して下さい。

④本体のSG端子と各供試品のFG端子はグラ
ンドプレーンに接続します。

試験器用電源

インパルスノイズ試験器
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絶縁支持台
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インパルスノイズ試験概要
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■ インパルスノイズ試験器のパルス発生原理と波形

・インパルスノイズ試験器出力波形

出力電圧波形 立上り波形

500V/div  1μs/div 500V/div  1ns/div

・周波数スペクトラム

・パルス発生原理

インパルスノイズ試験概要


